
令和４年度第２回札幌方面千歳警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和５年３月２日（木） 午後３時00分から午後４時10分までの間

２ 開催場所

千歳警察署 道場

３ 出席者

⑴ 協議会委員 ８人（定員９人）

会 長 田 中 博 美

委 員 諏 訪 寛

委 員 藤 平 温 子

委 員 鈴 木 忠 治

委 員 槌 本 明 彦

委 員 尾 本 則 子

委 員 三 﨑 直 彦

⑵ 警 察 署 員 ８人

署 長 田 中 研 一

副 署 長 渡 邊 勇 一

刑事・生活安全官 岸 上 剛 士

地域・交通官 舘 山 健 一

恵庭交番所長 田 中 周

空港警備派出所長 佐々木 義 紀

警務課長 杉 本 和 弘（庶務担当）

交通第一課長 若 生 めぐみ

４ 会長挨拶

５ 署長挨拶

６ 業務概要説明

⑴ 令和４年中の犯罪等の発生状況

⑵ 令和４年中の交通事故の発生状況

７ 諮問テーマ検討「高齢者の交通事故防止」

委員 降雪により歩道が除雪されていないときがあり、車道の方が歩きやすい場合も

あります。除雪は市の予算で行われますが、気になっているところであります。

委員 雪解けが進む中、自転車の走行が増えてくると思いますが、車を運転中に横か

ら急に自転車が出てきたり、子供が歩いているときに後から自転車が走行して

くると怖い思いをするときもあります。自転車が走行する場所を確立していた

だければ、車も安心して走れると思います。

警察 基本的に自転車は車道を走行することとなっています。歩道でも自転車通行可



の標識が設置されていれば歩道を走行することができます。札幌市中心部では、

路側帯に自転車専用通行帯が設定されている場所もあります。今後、道路管理

者と連携した安全対策を図っていきたいと思います。

委員 道路交通法を承知していなくても自転車は運転できる訳ですが、自転車の取締

りはどのようになっているのでしょうか。

警察 飲酒運転等、悪質な違反につきましては、取締りを強化しています。

委員 高齢者は暗めの服を着る人が多く、反射材が有効だと思いますが、現実的に付

けている人が少ないと思います。反射材を配布しても半分以上は付けていない

と思います。地域や町内会と連携した上で、反射材の使用状況を検証するのも

必要だと思います。また、反射材を腰から上の見やすい所に付けた方が効果が

あると思います。

高齢者の免許更新について、高齢者は介護認定の際は、緊張して色々答えられ

るのですが、職員との面接が終われば元に戻ってしまう。免許更新でも検査後、

認知的なものが出てくる場合もあると思いますので、認知度の基準を上げると

か医者の診断書を提出させるのはどうでしょうか。

委員 反射材は配布した際にそのまま付けるのも良いと思います。

高齢者の免許自主返納について、家族の説得、息子よりも娘から説得した方が

効果があると思います。

委員 高齢者は免許がないと不便だと思っており、更新時に一歩踏み込んで診断書を

出した方が良いと思います。

委員 免許自主返納については、個人の権利に係るものなので難しいところもありま

すが、返納者には行政側でタクシー、バスなどを利用しやすくするなどの施策

も必要ではないでしょうか。高齢者には安全運転ができることを前提に免許を

交付することが必要だと思います。

警察 高齢運転者の運転ミスなどによる重大な交通事故が増加している中、更新時の

審査も厳格に行っております。

委員 交通安全教育について、町内会の老人クラブでの講話は可能でしょうか。

警察 可能です。

委員 高齢者ではないのですが、難病等で運動機能が低下しており、運転操作が危な

い人も見られますが、自己申告でしか分からないのでしょうか。

警察 更新時にチェックしています。問診票で回答してもらい状況に応じて個別の検

査を実施しております。

委員 免許を返納すると認知が一気に進む場合もあり、返納するときは、よく考え、

相談して決めなければならないと思います。

委員 早朝の暗い中、車道を反射材を付けないでランニングしている人がいるのです

が、そのような人への対策はありますか。

警察 ランニングクラブなどに加入している方には、その会合等で啓発するのは可能

です。個人的にランニングしている方には個々の対応となりますが、今後、検

討します。

委員 交通安全教育について、老人クラブ、町内会の集まりを対象とした機会を活用

していると思いますが、実績等はあるのでしょうか。

警察 基本的に自治体と連携して実施しており、自治体主催の集会等に行く出前講座

的なイメージとなりますので、実績等は自治体が把握しております。

委員 社会福祉協議会では、高齢者ドライバーのサポート事業を実施しており、町内

会単位で運転能力に関する講座を開催しています。元気な人は長く運転できま



すが、運転能力が落ちてきている人には免許返納の相談を促しています。その

点で警察と連携できれば良いと思います。

委員 特に、夕方に車を運転するときは注意が必要だと思います。時には高齢者は子

供より危険となる場合がありますので、十分に注意する必要があると思います。

警察 貴重な御意見ありがとうございます。

８ 次回の開催予定

令和５年６月頃を予定


